
JP 2002-248757 A5 2006.3.16

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 3月 16日 (2006.3.16)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2002-248757(P2002-248757A)
【 公 開 日 】 平 成 14年 9月 3日 (2002.9.3)
【 出 願 番 号 】 特 願 2001-47476(P2001-47476)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ Ｊ    2/045    (2006.01)   2/045    (2006.01)   2/045    (2006.01)   2/045    (2006.01)   2/045    (2006.01)   2/045    (2006.01)   2/045    (2006.01)   2/045    (2006.01)
                        Ｂ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ Ｊ    2/055    (2006.01)   2/055    (2006.01)   2/055    (2006.01)   2/055    (2006.01)   2/055    (2006.01)   2/055    (2006.01)   2/055    (2006.01)   2/055    (2006.01)
                        Ｂ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ ＪＢ ４ １ Ｊ    2/16     (2006.01)   2/16     (2006.01)   2/16     (2006.01)   2/16     (2006.01)   2/16     (2006.01)   2/16     (2006.01)   2/16     (2006.01)   2/16     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ４ １ Ｊ    3/04    １ ０ ３ Ａ
   Ｂ ４ １ Ｊ    3/04    １ ０ ３ Ｈ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 18日 (2006.1.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 及 び 画 像 形 成 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】
　 イ ン ク 滴 を 吐 出 す る ノ ズ ル と 、 ノ ズ ル が 連 通 す る 吐 出 室 と 、 こ の 吐 出 室 の 少 な く と も 一
部 の 壁 面 を 形 成 す る 振 動 板 と 、 こ の 振 動 板 に 対 向 す る 電 極 と を 有 し 、 前 記 振 動 板 を 静 電 力
で 変 形 さ せ る こ と で イ ン ク 滴 を 吐 出 さ せ る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 振 動 板 と
電 極 と の 間 で 形 成 さ れ る ギ ャ ッ プ の 開 口 を 無 機 膜 で 封 止 し 、 複 数 の 前 記 ギ ャ ッ プ を 外 部 に
連 通 す る 連 通 路 の 開 口 を 有 機 膜 で 封 止 し た こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
　 【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 無 機 膜 が 酸 化 膜 で あ る こ と を 特
徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
　 【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 酸 化 膜 は Ｃ Ｖ Ｄ 法 で 形 成 さ れ た
膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
　 【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 酸 化 膜 は 熱 酸 化 法 で 形 成 さ れ た
膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
　 【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 有 機 膜 が 常 温
硬 化 型 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
　 【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 ギ ャ ッ プ の 開
口 が 前 記 ギ ャ ッ プ よ り も 狭 い こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。



　 【 】
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
　 本 発 明 は イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 及 び に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 経 時 的 に 安 定 し た イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ
ッ ド を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド は 、 振 動 板 と 電 極 と の
間 で 形 成 さ れ る ギ ャ ッ プ の 開 口 を 無 機 膜 で 封 止 し 、 複 数 の ギ ャ ッ プ を 外 部 に 連 通 す る 連 通
路 の 開 口 を 有 機 膜 で 封 止 し た も の で あ る 。

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て は 、 個 別 の 電 極 １ ５ に 対 し て 、 駆
動 回 路 に よ り ０ Ｖ ～ ３ ５ Ｖ の パ ル ス 電 位 を 印 加 す る こ と に よ り 、 電 極 １ ５ の 表 面 が プ ラ ス
に 帯 電 す る と 対 応 す る 振 動 板 １ ０ の 下 面 が マ イ ナ ス 電 位 に 帯 電 す る の で 、 振 動 板 １ ０ は 静
電 引 力 に よ り 電 極 １ ５ 側 に 変 形 す る 。 次 に 、 電 極 １ ５ へ の パ ル ス 電 位 の 印 加 を オ フ に す る
と 、 電 極 １ ５ の 表 面 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 の 放 電 に 伴 い 吐 出 室 側 へ 振 動 板 １ ０ が 復 元 し 、 そ の
際 、 吐 出 室 ６ 内 に 急 激 な 体 積 変 化 ／ 圧 力 変 化 が 生 じ 、 充 填 さ れ た イ ン ク 滴 が ノ ズ ル ５ か ら
吐 出 さ れ る 。
　

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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請 求 項 ７
請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 搭 載 し て い る こ と を 特 徴

と す る 画 像 形 成 装 置 。

画 像 形 成 装 置

、 同 ヘ ッ ド を 備 え る 画 像 形 成 装 置

本 発 明 に 係 る 画 像 形 成 装 置 は 、 本 発 明 に 係 る イ
ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 搭 載 し た も の で あ る 。

こ の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド は 、 前 述 し た よ う に プ リ ン タ 、 フ ァ ク シ ミ リ 、 複 写 装 置 等 の
画 像 形 成 装 置 に 搭 載 す る こ と が で き る 。



　 　 　 【 ０ ０ ５ ７ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に よ れ ば 、 振 動 板 と 電 極 と の
間 で 形 成 さ れ る ギ ャ ッ プ の 開 口 を 無 機 膜 で 封 止 し 、 複 数 の ギ ャ ッ プ を 外 部 に 連 通 す る 連 通
路 の 開 口 を 有 機 膜 で 封 止 し た の で 、 接 着 剤 封 止 の よ う な 硬 化 時 の 気 体 の 発 生 、 硬 化 収 縮 に
よ る 振 動 板 の 変 形 が な く 、 ま た 振 動 室 へ の 接 着 剤 の 入 り 込 み 量 の ば ら つ き が な く な り 、 高
温 高 湿 下 で の 信 頼 性 が 向 上 す る と と も に 、 減 圧 下 で 無 機 膜 封 止 を 行 っ た 場 合 に 生 じ る 振 動
板 の 変 形 を 防 ぐ こ と が で き る 。
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そ し て 、 本 発 明 に 係 る 画 像 形 成 装 置 に よ れ ば 、 本 発 明 に 係
る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 備 え た の で 、 経 時 的 に 安 定 し た イ ン ク 滴 吐 出 を 行 う こ と が で き
る 。
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